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観光 は今 日の文化の ダイナ ミズムを論 じるため

に欠かせ ない切 り口になつつある｡2000年には 7

億人に達す るだろうといわれる国際観光量 もさる

ことなが ら,観光が今 日- アルジュン ･アパ ドゥ

ライが ｢文化のグローバル ･フロー｣ と呼んだ人,

技術, カネ,情報,知識のグローバル化- のな

かで文化の生成 とおお きなかかわ りをもっている

からだ｡

本書 は, フランスのCNRS (国立科学研究セ ン

ター)の人類学者で, イン ドネシア ･バ リの観光

研 究で顕著 な業績 をあげてい る ミッシェル ･ピ

カールとラ トガ-ス大学で社会学 を教 えるロバー

ト･ウッドの編集 した観光研究 に関する論集であ

る｡人類学的視点か らの観光研究の論集 としては

1977年 に初版がでたヴァ- レン ･ス ミスの 『ホス

トとゲス ト- 観光の人類学』以来い くつかの も

のが出ているが,アジア ･太平洋地域に光 を当て

ているのが本書の特徴である｡この地域は,今 日,

観光の成長ゾーンで,世界の観光客量においてこ

の地域が占める割合 は1970年の 3%か ら1991年 に

は11.5%に上昇 してお り,2000年 までに18%に達

するだろうといわれている｡ちなみに, この地域

を訪れる主要な観光客はほかな らぬわた したち日

本人である｡

本書 には 8篇の論文が収め られている｡第 1章

はRobertE.Woodに よる"Tourism andtheState:

EthnicOptionsandConstructionsofOtherness"と

題す る論文で,本書の序論的位置 を占めている｡

ウッドによると,国家 と観光 とエスニシティは互

いに深 くかかわってお り,観光,国家,エスニシティ

の関係はきわめて動態的である｡そ して例 えばマ

レーシアの国民文化 とは,｢マ レーシア文化｣ とし

て観光客 に ｢売 られる｣ ものを公式 に抽象化 した

ものにす ぎない とさえ言えるという｡そ うした意
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味では,編者の一人 ピカールが論 じているように,

｢観光文化｣ (touristicculture) こそ,今 日のこの

地域の国民文化 の形成にとって統合的部分である

と言って も過言ではあるまい｡ このスタンス,観

光 をエスニシティや国家 との関連で論 じるスタン

スが,本書の理論面での特徴である｡

第 2章以下 は,事例研 究で ある｡第 2章で は

TimothyS.Oakesが中国貴州 のエ スニ ック ･ツー

リズムを,第 3章ではLaurenceWai-TengLeongが

シンガポールのエスニシティの商品化 を,第 4章

ではJoelS.Kahnがマ レーシア ･ペナ ンのジョージ

タウンの ｢文化化｣ を,第 5章ではJeanMichaud

が タイ山地部モ ンの観光 と ｢文化的抵抗｣ を,第

6章で はKathleenM.Adamsが イ ン ドネシア ･ス

ラウェシの トラジャのエスニ ック ･ツーリズムを,

第 7章ではMichelPicardがバ リの文化観光 を,最

後の第 8章ではJocelynLinnekinが太平洋観光 と文

化的アイデンティティの商品化 を論 じている｡

これ らの論文はそれぞれ に興味深い問題 を提起

している｡が,そのすべての内容をここでたちいっ

て紹介す る余裕 はない｡ ここではわた しが関心 を

もって きたイン ドネシアのケースについてのみ簡

単に触れてお く｡ イン ドネシアに関 しては,今述

べたように,アダムズが トラジャについて,ピカー

ルがバ リについて論 じている｡バ リと トラジャの

観光 については,わた し自身これ まで調査 し,研

究 も発表 しているので, とりわけ興味深 く読んだ｡

トラジャはスラウェシ山地 にあってユニークな

文化伝統 をもつ ことで知 られる｡ そこに観光開発

が導入 されたのは1970年代のは じめだが,その展

開にともなう,平地の民, とくに州都 ウジュン ･

パ ンダンのブギスとのエスニ ックな対立 をアダム

ズは措 いている｡ トラジャ観光のガイ ドをウジュ

ン ･パ ンダンの非 トラジャ人 (ブギス人や中国人)

が行な うことを トラジャ側 はウジュン ･パ ンダン

による搾取だといらだち,逆 にウジュン ･パ ンダ

ンの方では トラジャ人 ガイ ドはガイ ドとして洗練

されていない,プロフェッショナルではない とみ

る｡ そ して トラジャ人が トラジャ観光の成功 を自

分たちのはこるべ き遺産の証 しとみる分だけ,ウ

ジュン ･パ ンダンの方はそれを ドラジャによる観

光の政治化 だとみるのである｡ こうして観光開発
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の展開がエスニ ックなライバル意識の顕在化 につ

ながるわけだ｡

バ リの観光 と文化の関係について,ピカールは

これまで精力的に議論を展開 してきた｡この論考

もこれまでの議論の延長上にあるが, とくにオラ

ンダ植民地期,およびインドネシア独立後 とバ リ

における観光 と文化 というテーマを歴史的に検討

し,スケールの大 きなパースペ クテイヴのなかで

論 じているのが本論の特徴である｡こうした歴史

のプロセスのなかで西洋人の視線のもとにバ リが

｢バ リ化｣ され,バ リの慣習が問題 となる場所は

村から州の レヴェルに移 り,さらに今 日,バ リの

芸術 は国民国家 イン ドネシアの象徴 とさえなって

いる｡ ピカールは, こうして,文化観光が国民文

化 と地域文化の形成 とバ リ人アイデ ンティティの

創出につながるダイナ ミックな観光文化論を展開

している｡

この二つの論考は,本書のテーマであるアジア ･

太平洋地域において,観光,エスニシティ,国家

の三す くみの関係 を検討するうえで有益な事例 と

なっている｡すなわち,この地域において,観光

開発は国家的プロジェク トとして展開され,エス

ニシティを再編成する機会 とな り,地域文化のダ

イナ ミズムを考えるうえで格好の枠組みを提供 し

ているのである｡

最後に,本書からは離れるが,わたしが最近 (1998

年 3月)訪れる機会があった太平洋の小国パ ラオ

の観光のことに触れてお く｡1994年に独立 したこ

の人口 1万7,000人ばか りの小 さな国は,｢海の楽

園｣ (世界有数の珊瑚礁 とそこに群れる魚)を焦点

とした観光を推進 し,1997年には 7万人をこえる

観光客 (約 2万人の 日本人,約 3万人の台湾人,

そ して約 1万人のアメリカ人など)が訪れている｡

問題は観光開発 と自然環境のバランスであるo私

の滞在中,政府観光局が主催 したワークショップ

では ｢持続可能な観光｣や ｢エコツーリズム｣ を

め ぐってホットな議論が展開されていた｡さらに,

観光関連の経済進出や労働市場の問題 もある｡ と

いうのも, 日本や台湾か ら外資が導入され,ホテ

ルや レス トランといった観光セクターで働いてい

るのは半分以上がフィリピン人など外国人労働者

なのだ｡

評

ここには,本書が検討 している観光 とエステニ

シティと国家 とい う三す くみの関係 をより大 きく

つつみこむ問題 として トランスナショナル, トラ

ンスリージナルな人やカネの移動がある｡この事

実は最初に述べた今 日の ｢文化のグローバル ･フ

ロー｣のなかで ｢地域｣ とはなにか ということを

あらためて考 えさせる｡観光 はそ うしたグローバ

ルな移動の一つの形態 として新 しい地域研究 に

とっての重要な切 り口の一つにもな りうるのであ

る｡

(山下晋司 ･東京大学大学院総合文化研究科)
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本書はイエール大学に提出 した1962年生 まれの

著者の歴史学の博士論文 を出版 した ものであ り,

調査の行われた時期は1991-93年である｡

近年 タイの政治外交史を扱った英文の研究書の

出版が相次いでいるが,それ らの内容は玉石混i肴

である｡関係公文書館 ･図書館での一次資料の徹

底 した調査や関係者-のインタビューを積み重ね

たレイノルズの日本南進時の日タイ関係研究1)辛,

アル ドリッチの太平洋戦争 までの米英 タイの関係

研究2)のように良質の成果が産み出されている一方

で,主にピブ-ン時代を扱ったス トウ3)やコープク

ア4)の著作のように,中途半端な資料調査のままに

出版 し,理解 よりも誤解 を拡大させる虞が大 きい

もの もある｡その中にあって本書が前者に属する

ことは疑問の余地がない｡
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